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1.	
 本研究の目的	
 

	
 本研究の目的は、「かぐや」によるその場観測で得られたデータの解析を進める一

方で、実験室でプロトンの物質表面での反射率の測定を、対象物質の表面や組成を変

えながら実施して行うことにより、月を含む、固有磁場が無く希薄な大気しか持たな

い天体と太陽風との相互作用を明らかにすることである。太陽風を模擬したプロトン

ビームが月表面を模擬した物質に衝突した場合に生じる反射イオンの角度分布を測定

する事で、月面における太陽風の反射現象を定量的に理解し、それによって月表面の

新しい遠隔探査手法を確立できると予想される他、太陽風イオンや太陽光が月面に衝

突することで放出されるイオンを実験室実験によるデータと共に解釈することで、希

薄な月大気の生成機構についての情報を得る事ができると予想される。平成26年度も

継続で研究実施の申請を行ったが、衛星データの解析を優先させたため、実質的な作

業は実施しなかった。	
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